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特集 インフラストックマネジメント

1.　はじめに

本稿では，インフラメンテナンスの現況と見通
しについて説明するとともに，現在国土交通省が
進めている「地域インフラ群再生戦略マネジメン
ト」（以下，「群マネ」という）を紹介する。

2.　�インフラメンテナンスの現況と�
見通し

⑴　インフラメンテナンス施策の振り返り
我が国における近年のインフラメンテナンス施

策について，節目に沿って振り返る。
・日本よりも先行してインフラ整備が進められた
アメリカでは，1930 年代のニューディール政
策以降に大規模に整備されたインフラが 1980
年代に老朽化問題が深刻化し，経済や生活の
様々な面に影響を及ぼす事態に至った（『荒廃
するアメリカ』＊参照）。日本で急速にインフラ
整備が進んだのは，高度経済成長期であり，ア
メリカの「30 年後ろ」を歩んでいるとも言え
ることから，アメリカの教訓を参考にして，
「荒廃する日本」としないため，予防保全型イ
ンフラメンテナンスへの転換などの検討が進め
られた。

・こうした本格的な検討の場の一つとして，2012
年 7 月には国土交通省の社会資本整備審議会・
交通政策審議会技術分科会 技術部会の下に「社
会資本メンテナンス戦略小委員会」（以下，「メ
ンテ小委」という）が設置され，今後の社会資
本の維持管理・更新のあり方について議論を開
始した。そのわずか 4 カ月後の同年 12 月 2
日，中央自動車道の笹子トンネルで天井板落下
事故が発生した。事故 2日後に開催されたメン
テ小委では，「今までインフラメンテナンスは
単にお金が足りないという問題だけで取り上げ
られていた面があるが，命につながり得る問題
であるということを国民も目の当たりにした」
と委員が発言するなど，インフラメンテナンス
に対する危機意識が強く刻まれた。
・国土交通省では，翌 2013 年を「社会資本メン
テナンス元年」として位置付け，以降，点検，
診断，措置，記録からなるメンテナンスサイク
ルの確立や地方公共団体に対する補助金，交付
金等の財政措置，民間資格制度の創設，新技
術・民間活力等の活用によるインフラメンテナ
ンスの効率化・高度化など，さまざまな取組を
進めてきた。
・笹子トンネルの事故から丸 10 年を迎えた 2022
年 12 月 2 日，前記の審議会の部会より国土交
通大臣に対して，新たな提言「総力戦で取り組
むべき次世代の『地域インフラ群再生戦略マネ
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の主流化に向けて
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